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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 最近，1α，25（OH）2D3は細胞分化誘導作用，免疫調

節作用などの新しい機能を有することが報告されてい

る．今回，1α，25（OH）2D3のもつ免疫調節作用に注目

し，腎炎に対する臨床応用の可能性を検討する目的で，

ラヅト馬杉腎炎をモデルとしてin vivoでの効果につ

いて検討を行った．

 方法

 1α，25（OH）2D3のプロトタイプである1α（OH）D3を

馬杉腎炎発症1週前より投与した．1α（OH）D3投与量

によりラットを0．02μg／kg／日投与群（D30．02群），0．5

μg／kg／日投与群（D30．5群）そして非投与群（control

群）の3群に分け，蛋白尿や腎組織障害の程度ならび

に免疫応答能について比較検討した．

 結果

 1．0，5μg／kg／日量の1α（OH）D3の前投与にて，馬杉

腎炎第1相，第II相とも蛋白尿の程度ならびに腎組織

重症度は明らかに軽減された．一方，0．02μg／kg／日量

の場合はその効果は不定であった．

 2．1α（OH）D3投与群ではcontrol群と比較して血

清補体価の低下が有意に抑制され，また蛍光抗体法に

よるラットC3の沈着程度も明らかに軽度であった．

 3．1α（OH）D30．5μg／kg／日投与群はcontro1群と

比較して，糸球体内浸潤マクロファージ数ならびにT

リンパ二二は有意に低値であった．またConA並びに

LPSをマイトゲンとする脾リンパ球幼若化反応で

stimulation indexの明らかな抑制が認められた．さら

に末梢血リンパ球サブポピュレーションにてヘルパー

T細胞／ノソヘルパーT細胞比上昇の抑制が認められ

た．

考察

 1α，25（OH）2D3は馬杉腎炎の発症・進展を抑制する

ことが明らかとなったが，その効果機序として，1α，

25（OH）2D3による補体活性化抑制作用の可能性，また

1α，25（OH）2D3の有するTリンパ球増殖抑制作用お

よびT，Bリンパ球機能抑制作用を介した抗体産生の

抑制ならびにマクロファージの糸球体内浸潤抑制など

が関与しているものと思われた．

 結論

 14，25（OH）2D3は，種々の免疫機序を介してラット

馬杉腎炎の発症・進展を抑制することが明らかとなっ

た．

一700一



91

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，活性型ビタミンDを馬杉腎炎ラットに投与し，1α（OH）D3が免疫機序を介して馬杉腎炎の発症，

進展を抑制することを腎組織像，蛋白尿，リンパ球幼若化反応の結果から証明したもので，学術的価値が高い

ものである．
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